
資料１ 

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて 

１ ＧＩＧＡスクール構想とは・・・ 

① 1 人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、

特別な支援を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことな

く、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環

境を実現する。 

② これまでの我が国の教育実践と最先端のＩＣＴのベストミックスを図ることに

より、教師・児童生徒の力を最大限に引き出す。 

 

      これまで                学習活動 

      の教育実   ×   ＩＣＴ   ＝   の一層の 

      践の蓄積                 充実 

 

 

２ ＧＩＧＡスクールの２本柱 

情報通信ネットワーク環境施設整備事業（令和 2 年当初：予算額 約 2 億円） 

・学校で 1 人１台端末を円滑に稼働できるようにするため、大容量通信に対応し

たネットワーク構築を行う。 

情報教育推進事業（令和 2 年 6 月補正：予算額 約 1.5 億円） 

・個別最適化された学びを提供するため、児童生徒 1 人１台、計 3,407 台のタブ

レット端末を整備する。 

  

 

３ １人１台端末の環境でできること 

学習スタイル 学びの深化・学びの転換 

一斉学習 
授業中でも一人ひとりの学習状況等を詳しく、即時に把

握することができる 

個別学習 
一人ひとりが学習の進度にあった問題に取り組み、学習

履歴が記録される 

協働学習 
一人ひとりの考え方を即時に共有し、グループで編集す

ることができる 

 


